
 

いわて未来づくり機構 
令和４年度第４回ラウンドテーブル 

 

日時 令和５年２月 10日(金)15:00～17:20 

会場 アートホテル盛岡 ３階 鳳凰の間 

 

次 第 
 

１ 開 会 

２ 講 演 

   地域の中核大学ＳＲＵ -Super Regional University- を目指して 

～地域を支え、地域を変えることができる大学へ～ 

講師 高知大学 理事 受田 浩之 氏 

３ ディスカッション 

４ 第４フェーズの目標について 

５ 今こそ「買うなら岩手のもの」宣言 

６ その他 

７ 閉 会  



出席者 
 

【ラウンドテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 
谷 村  邦 久 

（ 欠 席 ） 岩手県商工会議所連合会会長、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社代表取締役会長 

田 口  幸 雄 

（ 欠 席 ） 
一般社団法人岩手経済同友会代表幹事、株式会社岩手銀行取締役会長 

米 谷  春 夫 大船渡商工会議所会頭、株式会社マイヤ代表取締役会長 

小 川   智 岩手大学 学長 

鈴 木  厚 人 岩手県立大学 学長 

達 増  拓 也 岩手県知事 

 

【企画委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 
宮 野  孝 志 
（委員長・欠席） 岩手県立大学副学長(総務)兼事務局長 

菊 池  透 岩手県商工会議所連合会専務理事 
菊 地  文 彦 
（ 欠 席 ） 株式会社岩手銀行取締役常務執行役員総合企画部長 

藤 代  博 之 岩手大学理事（総務・戦略企画担当）兼副学長 
小 野  博 
（ 欠 席 ） 岩手県政策企画部長 

 



 

【作業部会座長】 

作業部会 氏  名 所  属 ・ 職  名 

医療福祉連携作業部会 小 川  晃 子 岩手県立大学名誉教授 

かけ橋作業部会 及 川  有 史 岩手県ふるさと振興部県北・沿岸振興室沿岸振興課長 

復興教育作業部会 田 代  高 章 岩手大学教育学部教授 

いわて復興未来塾作業部会 大 畑  光 弘 岩手県復興防災部副部長兼復興危機管理室長 

イノベーション推進作業部会 藤 原  由 喜 江 岩手県ふるさと振興部科学・情報政策室長 

子育て支援作業部会 庄 司  知 恵 子 岩手県立大学社会福祉学部准教授 

地域公共交通作業部会 宇 佐 美  誠 史 
（ 欠 席 ） 岩手県立大学総合政策学部准教授 

分野間連携による農林水産業

振興作業部会 水 野  雅 裕 岩手大学理事（研究・地域連携担当）兼副学長 

 

【オブザーバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

小 野 寺  敬 作 岩手県農業協同組合中央会代表理事会長 

大 井  誠 治 岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長 

吉 田  良 明 岩手県森林組合連合会参事 

佐 藤   学 岩手県産株式会社代表取締役社長 
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AI

データベース

IoPクラウド ×
栽培・生産管理の最適化
出荷時期・量の予測

５年後の施設園芸農業の飛躍的発展

高収量農家
のデータ

気象データ
ハウス環境データ

労働データ出荷データ作物データ

その他関連
ビックデータ

・環境制御、栽培管理機器類、省力・ロボット・・
・見える化機器、労務管理システム・・
・出荷予測、履歴管理、農産物受発注システム・・

県内の農家に導入＋ 県外・海外に販売
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楽して儲かる農業に変わるよ！

①他県への普及が進展中
・九州大学（福岡）・・・イチゴ、ホウレンソウ
・広島県・・・・ネギ（R3.1研究員受入、R４

～共同研究予定）
②高知県への視察等
・愛媛県、佐賀県、大阪府等 10府県



大学改革により大学が目指す姿

26

●IoP共創センター設立（R3.10.1）

●農林海洋科学部改組（R5.4.1）

・当初計画と展開枠の取組を掛け合わせることで「地域課題解決×DX」モデルを構築
・高知を拠点に世界を繋ぎ、地域と世界を変えることのできる大学へ

展開枠

・初代センター長はIoPの提唱者である北野雅治氏
・生理生態AIエンジン＆営農支援AIエンジン開発

・地域枠新設
・高度なデータサイエンス（DS）教育
・一次産業全体のDX推進に寄与する人材育成

●他学部等との連携強化
・他学部との連携で大学全体のDS教育を強化

●トップレベル人材・海外連携強化
・ワーヘニンゲン大学、JADS大学、日越大学等

・関根泰氏、林健太郎氏の参画
（GX with IoP＝サステイナブル分野）

●サテライト拠点群
・北海道大学、九州大学に
サテライト拠点

●大学院改革
・展開枠での新研究課題「サステイナブル分野」を教育課程に反映

当初計画

S=Super
R=Regional
U=University

高知大学



展開枠において産業創生・雇用創出で目指す姿（令和5年度から）

27

＜当初計画＞
高知県の施設園芸の
飛躍的発展

IoP

農 業

5年目
6～7年目

地 商

産 業

県 境

8～9年目
10年目

国 境

外商

サービス

ものづくり
IT産業

＜展開枠①＞
全国展開・グローバル化
（地産外商へ）

＜展開枠②＞
IoPクラウドをデータ連携
プラットフォームに進化
新領域・新分野に挑戦

＜展開枠③＞
GX with IoP

【ポイント】１）IoPのAIエンジンをさらにブラッシュアップし、足元を固めた上（県内全域への普及）で全国展開・グローバル化を目指す。
２）IoPクラウド（SAWACHI）→新たな付加価値を創出できるデータ連携プラットフォームへ進化。

新領域・新分野に挑戦していくことで施設園芸を、若者にとっても、さらに魅力ある「Society5.0型農業」へと導く。
３）GX(Green Transformation) with IoPを確立し、次世代につなぐ「持続型IoP未来農場群」を展開。

・システム開発やIoPデータを活用した関連産業を創出
・その他産業へのプラットフォーム活用へ
（地域防災、ヘルスケア・・・等）

・カーボンニュートラルの取組
・循環経済、窒素循環に資するサスティナブル
 なIoP施設園芸の創成
・高付加価値化 etc

・AIエンジンの強化、多品目展開
・他県・他機関（海外含む）と連携強化
・他自治体等へのプラットフォーム展開

【展開枠で拡充するポイント】
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金子総務大臣が高知県デジタル現場を視察
デジタル技術を活用した地方活性化現場を視察するため金子恭之総務大臣が令和４
年1月13日に高知県を訪問（同行者：中西総務副大臣、尾崎衆議院議員）。高知大学が
重点的に関わるスマート農業ハウス施設、医療研究拠点等4か所を回った。まずスマート
農業でシシトウ栽培に取り組んでいる農業法人アイトサを視察。ロボットやAIなどを活用
し生産性の向上などにつなげる次世代型農業で、このハウスでは農薬の自動散布ロボ
などを使用している。「ピンチをチャンスに変えていく。条件不利地域だからこそこういう発
想が出てきたんだと思う。今日は本当にびっくりしたし、参考になりました」と話した。
高知大学医学部が高知市内に構えたオープンイノベーション拠点「MEDi」では、VR（仮
想現実）を使った新型コロナワクチン接種の研修を体験。オンライン診療や地域住民の
医療・健康データの管理体制を計画している室戸市の取組み説明を受けた。金子総務
相は「都市の活力と地方の豊かさの融合を図る 『デジタル田園都市国家構想』の中で、
遠隔医療は非常に重要な観点である」と述べられた。

農業法人Aitosaのロボット技術を視察 MEDiで大臣に説明行う菅沼医学部長



知の拠点

人材育成の拠点

交流の拠点

100歳

80歳

60歳40歳
20歳

生誕

スパイラルアップ

ステークホルダーは自治体・住民

スマート農業

Well-being
こころ豊かな暮らし

大学への自発・具体的提案が前提
MEDiによる遠隔医療

IoPによる施設園芸農業

３層機能の充実発展

Sustainability
持続可能な環境・社会経済

高知県

LX: Local TransformationLX: Local Transformation
「地域を持続可能な姿に変革する」という意味と同時に、「持続可能な地域づくりに
至る変革が辺境の地から日本全体に波及し、大きなうねりを起こしていく」こと。

受田浩之編著『新時代LX』（南の風社）より一部改変



第３章 LXの本質

１ 「どうなるか」から「どうするか」へ

２ 「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

３ 「ストック」から「フロー」へ、そして双方向へ

４ 「暗黙知」から「形式知」へ

５ 「ないモノねだり」から「あるモノ探し」へ

６ 「プロダクト・アウト」から「マーケット・イン」へ

７ 「企業誘致」から「人材誘致」へ、そして「人材育成」へ

新時代LX ー持続可能な地域の未来を切り拓く | 南の風社：BOOK SHOP (thebase.in)



暗黙知 形式知コンバーター

主観的 客観
的

個人的 社会的

伝統、文化、歴史、・・・ 作業仮説 客観的価値

地域の強みとして、伝統的で特徴的な食品がある。受け継がれ
てきた必然に市場価値があると仮定して、その客観的価値を現
代的、科学的手段と理論に基づき解析する。さらにその情報を
生産現場にフィードバックし、市場価値の最大化を目指して最
適化する。



第３章 LXの本質

１ 「どうなるか」から「どうするか」へ

２ 「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

３ 「ストック」から「フロー」へ、そして双方向へ

４ 「暗黙知」から「形式知」へ

５ 「ないモノねだり」から「あるモノ探し」へ

６ 「プロダクト・アウト」から「マーケット・イン」へ

７ 「企業誘致」から「人材誘致」へ、そして「人材育成」へ



内発的進化

“develop”

“envelop”



第３章 LXの本質

１ 「どうなるか」から「どうするか」へ

２ 「課題先進地」から「課題解決先進地」へ

３ 「ストック」から「フロー」へ、そして双方向へ

４ 「暗黙知」から「形式知」へ

５ 「ないモノねだり」から「あるモノ探し」へ

６ 「プロダクト・アウト」から「マーケット・イン」へ

７ 「企業誘致」から「人材誘致」へ、そして「人材育成」へ



地域を担う人材育成における大学の役割とは？

・イノベーターの発掘

・イノベーターの育成（基底状態か
ら励起状態への遷移）

・イノベーターの密集化（接触の利
益を最大化）

ローカル・トランスフォーメーションの推進
Innovate=in（中）+nov（新しい）+ate（する）=「内側から新しくする」

参考文献：野長瀬裕二著「地域産業の活性化戦略～イノベーター
集積の経済性を求めて～」、学文社(2011年)



ご清聴ありがとうございました
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映画「竜とそばかすの姫」の
舞台となった「浅尾沈下橋」



作業部会 医療福祉連携復興教育
地域公共

交通 子育て支援かけ橋 いわて復興
未来塾

ＩＬＣなど科学技術の進展への対応
復興の推進と、災害などに強く
持続可能で魅力ある地域づくり

安心して生み育て、誰もが
活躍できる社会の実現

県民運動

【第４フェーズ目標（2023年度（令和５年度）～2027年度（令和９年度））】

デジタル化やカーボンニュートラルを推進し、持続可能で人口減少に負けない岩手を実現
～お互いに幸福を守り、育てるために～

目標

分野間連携による
農林水産業振興

イノベーション推進

【目標実現に向けた取組】

〇 県民運動の普及を図るべく、ラウンドテーブル（例：３回のうち１回）を一般企業・県民に公開する

など、県内世論への働きかけ等の手法を検討

〇 作業部会は、引き続き各分野の取組を進めながら、活動の浸透や横展開を検討

第４フェーズの目標について 資料２



作業部会

県民運動 取組の方向性
イノベー

ション推進
かけ橋

復興

教育

いわて復

興未来塾

医療福祉

連携

子育て支

援

地域公共

交通

分野間連携

による農林

水産業振興

①ＩＬＣなど科学技

術の進展への対

応

ＩＬＣ実現を想定した対応 ◎

新技術の導入、技術開発 ◎ ○ ○ ○

②復興の推進と、
災害などに強く持
続可能で魅力あ
る地域づくり

復興・発展を支える人材
育成

◎ ◎

被災地と県内外との交流
拡大

◎ ○ ○

地域公共交通のサステナ
ブル化

◎

地域の見守り体制づくり ◎

農林水産業振興 ◎

③安心して生み
育て、誰もが活躍
できる社会の実

現

仕事と子育ての両立支援 ◎

女性活躍 〇 ○

参考 第４フェーズにおいて想定する取組の方向性と作業部会の取組の関連

◎ 取組の関連が強いもの ○ 取組と関連するもの



県産品を取り巻く状況等について

１ 消費動向について

出典：岩手県ふるさと振興部「岩手県の景況」

前年同期（月）比 単位 ：％（倍） p ： 速報値

区分

個人消費 物価

百貨店・スーパー
販売額

消費者
物価指数

全国 岩手 全国 盛岡市

2019 年 ▲1.3 ▲1.2 0.5 0.2

2020 年 ▲6.6 ▲3.1 0.0 0.0

2021 年 0.6 ▲2.1 ▲0.2 0.2

2022 年 - - 2.5 2.3

区 分

個人消費 物価

百貨店・スーパー
販売額

消費者
物価指数

全国 岩手 全国 盛岡市
2022 年 1 月 2.6 ▲ 1.1 0.5 0.2

2 月 0.1 ▲3.9 0.9 0.6
3 月 1.5 ▲2.2 1.2 1.2
4 月 4.0 ▲1.8 2.5 2.3
5 月 8.5 0.5 2.5 2.7
6 月 1.3 ▲2.4 2.4 2.3
7 月 2.8 2.6 2.6 2.3
8 月 3.8 0.7 3.0 2.3
9 月 4.1 3.5 3.0 2.6

10 月 ｐ4.1 ｐ1.5 3.7 3.2
11 月 ｐ2.4 ｐ▲0.7 3.8 3.5
12 月 - - 4.0 4.3

平均 （3.2） （▲0.3） 2.5 2.3

〔個人消費〕
・新型コロナウイルス感染症拡大防止（行動制限等）の影響により2020年は大きく減少。岩手県は全国に比較
すると影響幅は小さい。
・2022年は全国で回復。岩手県は回復が遅れている。
〔物価〕
・2022年は全国・岩手県ともに大きく上昇している。

※表中の2022年の個人消費は１～11月までの平均を算出したもの。

資料３



２ 主要魚種の減少について
震災前の３か年平均
（H20～H22） R3 参考：減少量（減少率）

全国 岩手県 全国 岩手県 岩手県
海
面
漁
業

さけ・ます類 194,682 22,932 60,600 400 ▲22,532（▲98.3％）

さんま 290,986 23,459 19,500 2,400 ▲21,059（▲89.8％）
うに類 10,715 1,346 6,700 900 ▲ 446（▲33.1％）
あわび類 1,668 399 700 100 ▲299（▲75.0％）

海
面

養
殖
業

わかめ類 56,139 23,759 43,500 13,400 ▲10,359（▲43.6％）
こんぶ類 43,528 14,065 31,500 6,900 ▲7,165（▲50.9％）

さけ、ます類やさんま等、全国有数の漁獲量を誇る魚種も海面漁業における生産量の落ち込みは深刻に
なっている。

出典：農林水産省「海面漁業生産統計調査」

県産品を取り巻く状況等について

〔単位：t 〕



３ 県の取組について
（1）「買うなら岩手のもの」運動（H21.2～）

H20年度第４回ラウンドテーブルにおいて、リーマンショックに伴う経済危機や岩手・宮城内陸地
震による県内経済への影響に対応するため産学官による緊急アクションプランの一つとして「買うな
ら岩手のもの」運動の実施を決定
⇒ロゴマーク入りののぼり旗の作成

（2）「買って食べて地域を元気に応援キャンペーン」の展開（R2.3～）
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、令和２年３月から買うなら岩手のもの運動の一環とし

て買って食べて地域を元気に応援キャンペーン」を実施
⇒県内小売店等への参加協力要請、県民に周知するための広報宣伝

（3）いわて県民応援プレミアムポイント還元事業の実施（R４.10～）
コロナ禍において物価高騰の影響を受けている県民(消費者・事業者)  を応援するため、キャッシュ

レス決済額の20％のポイント還元を行い、県民生活の支援とともに、県内経済の活性化を促進。
⇒第１弾（R4.10.1～22）実施、第２弾は令和５年２月１日から28日（予定）まで実施中。

県産品を取り巻く状況等について



 

今こそ「買うなら岩手のもの」宣言（案） 

 岩手県の美味しいお米や肉、果物、三陸の海産物等を食べて、岩手で育

ったスポーツ選手が国内外で大活躍をしています。 

 また、岩手の食はもちろんのこと、日本酒や南部鉄器、漆製品をはじめ

とした伝統工芸品、旅行先としての魅力なども海外から高い評価を得てい

ます。 

 新型コロナウイルス感染症の流行や燃料価格、物価の高騰、サケやサン

マなどの主要魚種の不漁により県民生活が影響を受け、中小事業者や農林

水産物生産者など商品やサービスを提供する側が厳しい状況に置かれて

いる今、消費の側と生産の側が一つになって、岩手の豊かな食をはじめ、

県民が生産する商品やサービスの魅力を再認識し、県内での生産、流通、

販売、消費を循環させることで、この状況を打破していくことができると

考えます。 

 岩手県では、平成 21年から、「買うなら岩手のもの運動」を展開してき

ました。 

いち早く地域経済を活性化し、岩手県を元気にし、直面する危機を乗り

越えていくため、より多くの県民の方々に「買うなら岩手のもの運動」に

参画いただき、個人や家族、友人同士で、地元の消費を盛んにし、その良

さを県内、そして全国、更には海外の方にも伝えていきましょう。 

 今こそ、本県の安全・安心で、美味しい農林水産物や県産食品をみんな

で食べ、岩手が誇る様々な商品やサービスをみんなで利用し、また、国内

外に「岩手のもの」のすばらしさを、大いに発信していきましょう。 

 

令和５年２月 10日 

 

いわて未来づくり機構 ラウンドテーブルメンバー 

岩手県商工会議所連合会 会長   一般社団法人岩手経済同友会 代表幹事   大船渡商工会議所 会頭 

                                         

     

国立大学法人岩手大学 学長  公立大学法人岩手県立大学 学長  岩手県知事 
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